
執
筆
者
紹
介

高

文

軍(

桜
花
学
園
大
学
教
授)

佐

野

誠

子(

名
古
屋
大
学
准
教
授)

道

家

春

代(
名
古
屋
女
子
大
学
教
授)

佐

々

木

聡(
大
阪
府
立
大
学
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ)

赤

井

益

久(

國
學
院
大
學
学
長)

岡

田

充

博(

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授)

澤

崎

久

和(

福
井
大
学
教
授)

林

美

江(

名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
一
年)

編
集
後
記

『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
二
十
九
輯
を
お
届
け
致

し
ま
す
。
今
年
度
の
中
部
地
区
中
文
交
流
会
で
は
今
鷹
眞
先
生
、
高

文
軍
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、さ
ら
に
高
先
生
か
ら
は
講
演
録
も

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
講
演
者
と
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
名
古
屋
大
学
中
国
文
学
研
究
室
は
前
年
度
末
に
加
藤
國
安

教
授
が
退
官
し
、今
年
度
よ
り
佐
野
誠
子
准
教
授
が
新
た
に
着
任
致

し
ま
し
た
。
院
生
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
、
構
成
員
の
若
い
研
究
室

に
な
り
ま
し
た
。研
究
室
一
同
、益
々
研
究
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

論
集
は
引
き
続
き
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
道
家
先
生
の
『
風
俗
通

義
』
、
赤
井
先
生
・
岡
田
先
生
・
澤
崎
先
生
の
『
河
東
記
』
の
訳
注
、

ま
た
更
に
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
翻
刻
・
論
文
、
ま
た
院
生
の
林
さ

ん
に
よ
る
『
古
文
真
宝
抄
』
の
翻
刻
等
も
加
わ
り
、
い
つ
に
な
く
厚

い
論
集
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
は
三
年
前
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
を
主
と
し
て
お
り
ま
す
。投
稿
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
よ
り
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

お
送
り
致
し
ま
す
。

（
大
島
絵
莉
香
）

名
古
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大
學
中
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編
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學

中
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學
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印
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所
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製
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〇
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三

京
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市
伏
見
区
西
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屋
町
一
〇
三
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